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モ ン ゴ ル の耕作地 の検出の 問題点
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1. Fまじめに
■
モ ン ゴルの耕地 の分布 の 国化と評価を行う手放を検討中で ある｡ 半乾晩の ため, 耕作に適さず､
食料生産の多く を牧畜にたよ るモ ン ゴ ルにも耕作地は古くからある｡ 湊族拝かによる耕作が持続可
能であ っ たか どうかに痕味がもたれる｡ 最近 の モ ン ゴ ル草原における人為的な裸地化は ､ 大型機械
に よ る耕地化と車の轍で ある. モ ン ゴルの大規模機枕排作が行われ るようにな っ て ､ 約 50年にな
る ｡ その 間に , 濯淑設備をもち固定的に稚続利用された地区と､ 天水に たよ っ て , 後に放棄された
地 区とがある｡ 前者は地力が維持可能か どうか､ 後者は草地 (牧草地ある い は放牧地) と して の復
元速さが間厘 となろう｡ 矩形の土地封の牧田は容易であるが, その利用形港韓実に多革であ る｡
今回は空中写真とLAN D SAT画像が対比でき る地区で現地観療と聞き取りを行っ た事例を報告する｡
モ ン ゴ ル 中東部の - ンティ県デルゲル ハ - ン蝿区 (耕作放棄地), 中西部の ハ ラホ リン地区 ( 潅蹴
施設 をもち継続的に経営の行われて い る) の事例で ある｡
1 . 資料と帝査の方鼓
モ ン ゴ ル の耕作地の分布 に解する資料と して は､ 次のもの がある ;
I 1 940年代の 1/100,000地形図には耕地地割りが描かれて い ない ｡
･ 1/3, 000, 0 0土地利用国 (MPRAT uS, 1991所収, 統計年次不記)
･ 1/50 0, 0 植生園をもとに した土地利用国 (モ ンゴル環車省作成中の 7種の主題図GI S から)
I 1960年代以降の 1/32,000空中写真 (同 一 地 区の繰り返し撮影は少 ない o モ/クロ ー ムである .
現在は撮影されて い ない , も しくは公開され て い ない)
･ 人工衛星画像 (LA ND SATで は モ ン ゴル 東部を除い て , わが国 から直接受倍が できない が ,
一 部地域で は考古津跡探査に 関わっ て園化公表されたも の (東海大学情報センター ,191 I 9 4
読売新聞社 ･ モンコ
●
h,科学アカデミー) などが利用できる｡
･ 現地調査で の問題は ､ 継続経営されて い ると ころは よい けれ ども､ 放棄された耕作跡の履歴に
関する情報は , 人 口希薄か つ経済自由化の影響もあっ て 聞き取りが難 しい ｡
3 . 粛査結果
- 1 . モ ン ゴ ル の耕地分布 の 概況 (井戸港淑を除く ､ 図 1) は , W R ATLJIS の 1/3. 000, 000 - 1/
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,
000
.
000の 主膚図類 (土地利用図, 地形分類図, 債斜区分 図, 年降水 量図) に もとづくと ､ お
およそ次のようなる ; 分布はモ ン ゴル北半分の , 年間降水量 20m m以上 の範囲で あり, 高度には か
かわらな い . 地域傾斜はおおよそ6
o
以下. タル と呼 ばれる広 い谷に沿 っ た平原と丘 陵の麓の ごく
緩い 斜面が選ばれて い る｡ 河川 の はん らん原 (無埠の 蛇行帯) や開析谷 を避 けて い る .
これら の条件を癖た し, か つ 気温 の 条件 (農業気候固より､ 1 0
p
以上穣穿温度 100-2000
一
,
7
月平 均気温 13-19
o
, 低温 の 無 い期 間 70- 110日 な ど) を沸草す 土地 を, 潜在的可耕地 と して
1:3
,COO,000図に表すこと按でき る｡ 現実 の分布は この気候条件をさらに越えて い る｡
- 2 . 耕地 の利用形態は, 聞き放り調査 に よれば ､ 潅漉 を しなが ら5年 間の休耕 (牧草) をは さん
で継続的 に利用されて い るもの , 天水に た よ っ て 隔年耕作
.
を行 っ た後 に放棄されたも の . さらに牧
草地と して刈り取りが継続されて い るもの などが あり､ 矩形 パ タ ー ン の 内容は実に多様である｡
ハ ラ ホリ ン :1 95 6年から国営で始まる . 大規模開発の ひと つ . 196 ト6 3年に 3 0 00人 の 中国人が入植 し 8 00 O ha
を関取 水路と発電所を建設. 198 0年からソ連の援助 で ､ 水路と地割りを改め, 新たに 46 0 0ha を開塾 . 最終的に
31
.
0 00h . 小まが主. ソ連 の技術導入により年間小麦収量は 2. 7t/h& (19 88年). 散水機 軌ま 3 種類 (直径また
は煽が 18,■45,4 60zI). 72年と 89年 の 空中写真がある . 5 年間連作し,5 年間は飼料用 の [むらさきうまごやし+ な
どを作 っ て休ませ る. 1 99 6, 97杜干ば つ . 198 0年から化学肥料を使用, 9 2- 9 5年は肥料を使わす.現在は有機肥料を
使用 . 現在 3 つ の会社に分割されて経営 .
へ ン ティ県デルゲル ハ ー ン : 196■2より ロ シ ア の機械 岨SRに て開塾 . ネグデ ルで 1 1, 00 0h8 を経営, 最大 のとき 10
- 2 OO人 . 6 4年 の空中写真あり. 肥料は使用せず . 小麦と牧草を隔年耕作B 197 4か 1 97 5に耕作をやめる . 天水カ;
少潔いためで ある. 現在も牧草を刈 っ て い る部分は畑 の形になるで あろう. 90年 LA N DS AT画像にあり.
- ン ティ 肝 ルゲル ハ ー ン南方サーy- 川下凍 : 1g 40ない し 50年頃からシ
●
げイモと野菜｡ 1 98 0年代に ロ シ ア人とモ
ン ゴ/レ人が水路を作り,8 5年頃ロ シ ア人が野菜を作 っ た｡小麦は作らなか っ た｡6 4年 の空中写真にあり,90年 LA ND SAT
画像 で杜み えなもヽ . :塊地では耕作跡区画がわかる.
- 3+ 癖俺地を薪御 地あ痕飽 .I LANDSAT‾画像で 臥 ■耕作跡ま矩形 の パ タ ー ン と して容易に検出で
きる｡ 大型梯検によ っ で行われる耕地単線め大音 割ま 一 辺 の長さがb, 3 - 2■k m 程度と大き い｡
聞き取りでは､ 大きな矩形単位で 5
■
年間の耕作と休耕をくりか えすも の と, 矩形内部が幅数 10m
の 帯状 に分けられて い るもの とがある｡
- 4 . 時期を具にする耕地の重なりは, 空中写真で は検出され る ｡ LANDSAT 画像ではむずか しい ｡
切りあい ･ 重なりあい の方 向性は､ 土地が平負で あるため あまり制約 をう けず ､ か つ 計画的で ない ｡
- 5. 生 産性 ･ 宋廃毎度の 評価は ､ 空中写真では､ モ ノク ロ ー ム写真で ある ため策しい ｡
人 工衛星画像は季節変化と耕地単位の平均的反射と して評価で きる可能性 をもつ ｡ ただ し空中写真
の 精度ではこ 草原と帯状耕地とが混在する ところもある ことがわか る.
耕作深 さは ､ 侵食面では基岩 の組織が ､ 堆額面で は微地形が読 み取れ る程度で あり､ 浅 い ｡
- 6 . 生産性 に関す る開音は ､ 葛害と､ 天水依存の畑 の干害で ある｡
- 7. 土壌鼓食の 間者 ; 一 般に は ごく平温地が選 ばれて い るため に ､ ガリ侵食は ､ 生 じて い ない ｡
ハ ラホリ ン の 一 部の傾斜地で雷雨の彼 の 表土涜出を観察したo 今後 , 贋斜地 の利 用に及 べ ば土壌侵
食は起こり得る｡ - 8 . 風食は ､ 耕作地も放棄地も ､ あまり間屠とされて いな い ｡
- 9 . 青 い 小さな矩形地割り : - ンティ 県デ ル ゲル ハ ー ン地区 のサ ー リ川 下流で 約 20km 2 の範囲に
わた っ て ､ 人手 で耕されたと考えられ る ごく小泉模 な矩形 の 土地割が空中写真で のみ落放で きる｡
地表 の親祭で はま っ たくわか らない Q 現代 の放棄された矩形地割りち, 今後長期に わた っ て空中
からは検出されるはずである .
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現地蘭査 ほかで本多轟明充生 ､ 梶原康司先生をは じめ学生藷君
のお世話になりました o 記 して謝意を表 します ｡
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